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第175 回  総代会開催
　第175回総代会が、令和元年８月９日当土地改良区大会議室に
おいて開催されました。総代66名の出席をいただき審議が進めら
れ上程された平成30年度各会計決算など全案件（55議案）が原案
どおり可決承認されました。

【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

　

本
日
こ
こ
に
、
第
百
七
十
五
回
総
代
会

を
開
会
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
山
形
県

村
山
総
合
支
庁
農
村
計
画
課　

安
達
課

長
、
山
形
市
農
林
部
次
長
（
兼
）
農
村
整

備
課　

山
川
課
長
、
山
辺
町
産
業
課　

吉

田
課
長
の
ご
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

後
ほ
ど
、
ご
挨
拶
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
盆
を

間
近
に
し
た
お
忙
し
い
中
を
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
ま
た
、
記
録
的
な
豪
雨

に
よ
る
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど

異
常
気
象
の
常
態
化
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

河
川
の
氾
濫
や
浸
水
被
害
、
交
通
障
害
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
中
、
国
土
保
全
の
総
合
的
な
対
策
が

益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
土
地

改
良
区
と
し
て
も
農
業
水
利
施
設
の
常
時

点
検
や
修
理
、
改
修
に
よ
り
災
害
の
未
然

防
止
と
平
時
か
ら
の
情
報
収
集
な
ど
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
土
地
改
良
区
管
内
の
水
利
状

況
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
冬
の
天
候
は

例
年
に
比
べ
積
雪
が
少
な
く
、
雪
融
け
も

早
く
、
春
の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
総
代
、
水
利
調
整
委
員
の
皆
さ
ん
の

適
切
な
水
管
理
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
順

調
に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
七
月
に
入

り
、
日
照
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
の
季
節
、
出
穂
、
開
花
期
を
迎
え
多
く

の
用
水
が
必
要
な
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
総
代
、
水
利
調
整
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
尚
一
層
の
水
管
理
の
徹
底
を
お
願
い

し
、
秋
の
豊
作
を
納
め
た
い
と
願
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
競
争
力
強
化
や
農
業
所
得

の
向
上
に
向
け
た
生
産
体
制
の
強
化
に

は
、
担
い
手
育
成
や
農
地
の
利
用
集
積
を

奨
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
併
せ
て
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施

設
の
保
全
や
適
時
の
更
新
も
必
要
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
進

め
て
お
り
ま
す
「
県
営
基
幹
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
」、「
農
業
水

利
施
設
保
全
合
理
化
事
業
」、「
農
村
地
域

防
災
減
災
事
業
」
等
に
よ
る
農
業
水
利
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
、
施
設
の
更
新
事
業

に
つ
い
て
は
、
順
調
に
工
事
の
進
捗
を
み

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
積
寒
法
の
支
援
で

実
施
し
た
耕
地
整
理
の「
区
画
拡
大
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
積
・
集
約
化
、
そ

し
て
経
営
規
模
の
拡
大
等
に
寄
与
す
る
事

が
出
来
る
よ
う
当
土
地
改
良
区
と
し
て
、

山
形
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
組
合
員

と
一
体
と
な
っ
た
事
業
の
展
開
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
新
た
な
対

応
を
提
案
し
、
関
係
行
政
機
関
及
び
各
農

業
団
体
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
農
村
の
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
と
共
に
、
土
地
改
良
区
の
業
務
運

営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
土
地
改
良
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
本
年
四
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。「
理
事
の
資
格
要
件
の
見

直
し
」「
員
外
監
事
の
導
入
」「
利
水
調
整

規
程
の
策
定
」「
総
代
選
挙
を
土
地
改
良

区
が
管
理
す
る
」
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
定
款
等
の
見
直
し
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
決
算
書
類
へ
の
貸
借
対

照
表
の
義
務
付
け
に
対
し
て
は
「
複
式
簿

記
の
導
入
」
等
会
計
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

と
と
も
に
、
土
地
改
良
施
設
の
資
産
評
価

を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
土
地
改
良
区
は
地
域
農
業

の
基
盤
を
支
え
る
団
体
と
し
て
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
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注
視
し
な
が
ら
、
ま
た
、
改
正
土
地
改
良

法
に
基
づ
く
新
た
な
運
営
体
制
に
円
滑
に

移
行
し
、
体
制
強
化
に
向
け
て
関
係
機
関

と
十
分
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
賦
課
金
の
納
入
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
組
合
員
の
改
良
区
に
対
す
る
認

識
と
理
解
を
深
め
て
頂
き
、
総
代
、
役

員
、
管
理
運
営
委
員
が
全
力
挙
げ
て
賦
課

金
の
徴
収
に
当
た
っ
た
結
果
、
徴
収
率

九
十
九
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
お
り

ま
す
。
各
組
合
員
に
は
大
変
厳
し
い
農
業

経
営
が
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
土
地
改
良
区
の
業
務
、
運
営
は
、

全
て
受
益
地
に
課
せ
ら
れ
る
賦
課
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
賦
課
金
納

入
の
公
正
、
公
平
の
大
原
則
を
守
り
、
完

納
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
組
合
員
の

納
付
意
欲
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
理
由
な
く
滞
納
し
て
い
る
組
合

員
に
は
法
的
処
分
を
行
い
な
が
ら
、
未
納

賦
課
金
の
対
策
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
参
議
院
議
員
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
土
地
改
良
区
代
表
で
あ
り

ま
す
宮
崎
雅
夫
氏
が
、
見
事
当
選
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
方

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
進
藤
先
生

と
一
緒
に
な
っ
て
「
闘
う
土
地
改
良
区
」

の
先
頭
に
立
ち
力
強
い
ご
活
躍
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
発

展
と
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
並

び
に
本
年
の
秋
の
豊
穣
を
祈
念
し
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

【
議
決
案
件
】

報
告
第
一
号

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
書
の
承
認
に
つ

い
て

議
第
一
号

平
成
三
十
年
度
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い

て議
第
二
号

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算
書
の

承
認
に
つ
い
て

議
第
三
号

平
成
三
十
年
度
国
・
県
営
維
持
管
理
事
業

特
別
会
計
収
支
決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
四
号

平
成
三
十
年
度
県
営
基
幹
水
利
施
設
馬

見
ヶ
崎
川
合
口
頭
首
工
管
理
事
業
特
別
会

計
収
支
決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
五
号

平
成
三
十
年
度
県
営
基
幹
水
利
施
設
門
伝

揚
水
機
場
管
理
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算

書
の
承
認
に
つ
い
て

（
他
四
十
九
議
案
）

第175回総代会

意見を述べる井上隆市総代 監査報告をする江口順市総括監事 議長：木暮敬総代　副議長：伊藤巧総代
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［平成30年度 決算監査］
（現場踏査）

［平成30年度 中間監査］
(書類検査）
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今
年
の
水
管
理
を
振
り
返
っ
て

水
利
調
整
委
員
会
　

副
委
員
長
　
櫻

　井

　俊

　明

明
治
地
区
管
理
運
営
委
員
会
　

委
員
長
　
東
海
林

　貞

　悦

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
土
地
改
良
区
の
水
管
理
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
水
利
状
況
は
、
冬
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
か
ず
、
寒
気
の
影
響
も

少
な
く
、
降
雪
量
の
少
な
い
暖
冬
傾
向
の
中
で
春
を
迎
え
ま
し
た
。
小
雪
等
で

代
掻
き
、
田
植
え
期
の
用
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
例
年
通
り
五

月
七
日
に
分
水
を
開
始
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
月
は
、
統
計
開
始
後
、
最
高

気
温
三
十
四
．
一
度
を
記
録
し
、
日
照
時
間
も
更
新
し
ま
し
た
。
六
月
に
入
っ

て
か
ら
は
気
圧
の
谷
の
影
響
を
受
け
、
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
、
平
年
よ
り
五

日
早
い
梅
雨
入
り
と
な
り
、
七
月
も
梅
雨
前
線
や
低
気
圧
の
影
響
で
曇
り
や
雨

の
日
が
多
く
、
降
雨
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
例
年
、
渇
水
が
心
配
さ
れ

る
頃
で
す
が
、
最
上
川
、
馬
見
ヶ
崎
川
の
両
河
川
と
も
に
水
量
が
安
定
し
、
順

調
な
取
水
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
月
は
、
高
気
圧
の
張
り
出
し
が
非
常

に
強
く
、
高
温
少
雨
が
続
き
、
作
況
に
影
響
が
出
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
る
天

候
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
取
水
量
の
調
節
を
行
い
な
が
ら
、
支
障

な
く
九
月
十
日
に
は
分
水
を
停
止
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
の
か
ん
が
い
期
は
、
五
月
か
ら
七
月
ま
で
総
じ
て
、
降
水
量
に
恵
ま
れ
、

順
調
な
水
利
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
八
月
以
降
は
高
温
少
雨
と
な
り
、
特
に
蔵

王
山
系
の
降
雨
が
非
常
に
少
な
く
取
水
量
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
水
利
調
整
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
と
組
合
員
皆
様
か
ら
の
ご
協
力

の
も
と
、
二
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
様
な
最
良
の
水
利
状
況
で
今
年
度
の
水

管
理
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
に
は
、
水
利
調
整
委
員
会
三
役
で
北
部
地
区
の
三
社
と
出
羽
地
区

の
二
箇
所
の
揚
水
機
に
よ
る
水
掛
か
り
状
況
を
現
場
視
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
近
年
、
法
人
化
と
経
営
規
模
拡
大
が
進
み
、
直
播
き
、
栽
培
方
法

の
変
化
に
対
応
し
た
用
水
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
中
、
作
付
け
地
の
拡
散
と

広
域
化
で
、
き
め
細
や
か
な
水
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
等
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
適
切
な
農
業
経
営
管
理
と
水
管
理
が
求
め
ら
れ
、

自
助
、
公
序
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
明
治
地
区
は
山
形
市
の
北
西
部
に
位
置
し
馬
見
ヶ
崎
川
、
立
谷
川
、
須
川
の

三
本
の
河
川
が
当
地
区
を
囲
む
様
に
流
れ
て
お
り
、
山
形
盆
地
の
中
で
も
標
高

の
低
い
地
域
で
、
受
益
面
積
は
天
童
市
高
擶
地
区
を
入
れ
て
二
百
八
ha
で
す
。

当
地
区
は
緑
豊
か
な
平
坦
地
で
、
稲
作
、
果
樹
、
野
菜
等
農
業
の
盛
ん
な
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
最
上
川
の
水
が
来
る
前
は
、
馬
見
ヶ
崎
川
、
立
谷
川
、

天
童
市
の
寺
津
沼
（
関
川
）
よ
り
苦
労
し
て
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
取
水
し
て
お

り
ま
し
た
。
河
川
の
一
番
下
流
の
為
、
水
が
必
要
な
時
に
は
水
が
な
く
、
い
ら

な
い
時
に
水
が
来
る
と
い
う
米
作
り
に
は
非
常
に
苦
労
し
た
地
区
で
あ
り
、
安

心
し
て
農
業
を
営
む
た
め
、
中
流
管
内
で
も
早
期
に
、
旧
明
治
土
地
改
良
区
は

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
と
の
合
併
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
水
が
公
平
に
使

え
る
様
に
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
施
工
さ
れ
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
地
区
の
田
は
昭
和
二
十
六
、
七
年
に
区
画
整
理
事
業
で
施
工
し
た
十
ア
ー

ル
区
画
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
の
地
区
も
一
緒
で
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ

り
高
能
率
、
低
コ
ス
ト
が
叫
ば
れ
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
を
是
が
非
で
も

進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
型
機
械
、
又
ス
マ
ー
ト
農
業
の
出
来
る
、
ほ

場
作
り
が
一
番
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
当
地
区
で
は
、
現
在
の
ほ
場
の
状
況

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
地
図
上
で
色
分
け
し
、
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
所

で
す
。

　
平
成
九
年
度
か
ら
五
年
間
、
高
速
道
路
関
連
事
業
を
活
用
し
主
な
る
幹
線
水
路
、

支
線
用
排
水
路
の
整
備
を
し
ま
し
た
が
、
年
数
が
経
つ
に
し
た
が
っ
て
施
設
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化
が
進
み
補
修
、
修
理
を
す
る
事
が
増
え
、
平
成
十
九

年
よ
り
農
地
、
水
、
環
境
保
全
向
上
対
策
（
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
）

に
取
り
組
み
排
水
路
、
用
水
路
、
農
道
等
様
々
な
所
で
補
修
、
修
理
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
有
効
活
用
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
賦
課
金
を
十
ア
ー
ル
当
た
り
三
百
円
の
値
下
げ
を
三
回

行
う
こ
と
が
で
き
、
組
合
員
の
皆
様
に
も
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
地
区
管
理
運
営
委
員
十
三
名
、
心
を
一
つ
に
し
て
先
人
達
が
築
き

あ
げ
た
財
産
を
守
り
先
輩
方
の
業
績
に
感
謝
し
管
内
の
維
持
管
理
運
営
に

頑
張
っ
て
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
元
年
度  

総
代
研
修

（
仙
台
東
土
地
改
良
区
　
他
）

　今
年
度
の
総
代
研
修
は
、
総
代
四
十
七
名
の
参
加
を
得
て
九
月
三
日
か
ら
四

日
の
日
程
で
、
宮
城
県
仙
台
市
東
部
の
仙
台
平
野
に
位
置
す
る
「
仙
台
東
土
地

改
良
区
」
に
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
八
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
、
震
災
翌
年
に
事
業
計

画
さ
れ
た
国
営
仙
台
東
土
地
改
良
事
業
（
大
区
画
ほ
場
整
備
事
業
）
の
概
要
を

説
明
し
て
頂
き
、
そ
の
後
土
地
改
良
事
業
に
て
整
備
さ
れ
た
農
地
、
揚
水
機
場

等
の
復
旧
復
興
状
況
を
視
察
致
し
ま
し
た
。

『山形市農畜産フェスティバル』（10月19日）
土地改良施設のパネル展示を行いました

『山形五堰クリーン作戦』（11月10日）
当土地改良区の職員も多数参加しました
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設立50周年記念事業

山
形
県
知
事
よ
り
感
謝
状

山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

会
長
理
事
よ
り
表
彰
状

　令和元年10月28日（月）にホテルメトロポリタン山形において、「50周年記念事業」を行いました。午後
３時から参議院議員 進藤金日子先生による記念講演、午後５時から、吉村山形県知事はじめ、沢山の方々
を来賓に迎え、関係者約170名の出席を頂き、盛大に祝賀会が開催されました。
　令和という新しい時代の幕が開けた記念すべきこの年に昭和44年以来50年を迎えることができました。
　半世紀にわたる歴史は、大いなる先人たちの方々の計り知れない努力と忍耐を積み重ねた証であり、また、
ひとえに組合員の皆様のご理解とご協力の賜であり、かけがえのない貴重な財産を次世代へ引き継ぐこと
が我々の責務でありますので、今後とも皆様方のご指導ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　令
和
元
年
十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
第
三
十
八
回
山
形
県
土
地
改
良
大
会
」
に
お

い
て
、
吉
村
美
栄
子
県
知
事
よ
り
左
記
の
当
土

地
改
良
区
職
員
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

・
事
務
局
長 

鈴
木

　秀
樹

・
事
務
局
次
長（
兼
）総
務
課
長 

齊
藤

　和
夫

・
事
務
局
次
長（
兼
）会
計
主
事 

羽
角

　正
明

　
　
　
　
　
　（兼
）財
務
課
長

　令
和
元
年
十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
第
三
十
八
回
山
形
県
土
地
改
良
大
会
」に
お
い

て
、
佐
貝
全
健
会
長
理
事
よ
り
左
記
の
当
土
地

改
良
区
役
員
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

・
副
理
事
長

　広
谷
五
郎
左
エ
門

・
理

　
　事

　海

　和

　盛

　行

・
総
括
監
事

　江

　口

　順

　市

【記念講演会】

【記念祝賀会】

主催者挨拶：武田清一郎 理事長

講師：進藤金日子 参議院議員
演題：「農業政策と地域政策を先導する農業農村整備」

設立50周年記念事業の一環として、こ
れまでの当土地改良区の主な出来事を
とりまとめた記念誌を発刊させて頂き
ました。
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注意！滞納賦課金は新組合員が継承
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多面的機能支払交付金　活動紹介

代
表
　
鈴
　
木
　
達
　
夫

　

当
組
織
は
、
八
ヶ
郷
吉
野
宿
工
区
と
同
一
で
あ
り
組
合
員
は
、
百
四
十
名

程
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
定
農
業
用
地
は
、
田
：
三
十
七
．六
一
ha
、
畑
：
十
．六
六
ha
、
開
水
路
：

十
四
．三
㎞
、
農
道
：
八
．八
㎞
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
よ
り
活
動
が
始
ま
り
五
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
農
地
維

持
の
主
な
活
動
と
し
て
、
用
排
水
路
の
泥
上
げ
や
草
刈
り
、
農
道
に
除
草
剤

散
布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農
地
に
植
栽
し
景
観
系
活
動
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
長
寿
命
化
の
活
動
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水

路
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
素
掘
り
水
路
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
へ
、
水
路
の

補
修
、
農
道
の
整
備
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、農
業
環
境
は
大
き
く
変
化
し
世
代
交
代
が
進
む
中
、当
組
織
「
吉

野
宿
水
土
里
の
会
」
に
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
山
形
市
農
村
整
備
課
、
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
の
ご
指
導
の
下
で
今

後
も
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

吉
野
宿
水
土
里
の
会

　

十
一
月
十
四
日
に
、
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る
土
地
改
良
施
設
の

状
況
確
認
作
業
の
一
環
と
し
て
、
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務

所
、
山
形
県
、
山
形
県
村
山
総
合
支
庁
の
関
係
機
関
職
員
並
び
に
、

役
職
員
の
二
十
二
名
が
参
加
を
し
て
、
朝
日
町
四
ノ
沢
の
最
上
川
取

水
口
か
ら
、
山
辺
町
大
字
根
際
ま
で
、
約
十
㎞
に
及
ぶ
西
部
幹
線
ト

ン
ネ
ル
の
踏
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
踏
査
に
お
い
て
異
常
箇
所
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
西
部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
供
用
開
始
さ
れ
て

か
ら
三
十
八
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
毎
秒
最
大
七
．八
ト
ン
の
水
を
導
水
す
る
基
幹
施
設
で
あ
り
、

今
後
も
管
内
の
田
畑
を
潤
し
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
図
る
べ
く
維

持
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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